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みらクルＴＶ “首都直下地震．備えを急げ！”

第２１回 事前復興を考える（３）

我家の「復興家計」を考える

２０２１年３月１３日 19:30〜21:00

なかばやし いつき

中林 一樹
東京都立大学・首都大学東京 名誉教授

明治大学 復興・危機管理研究所 研究員
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１．東日本大震災：津波被災者の｢復興感｣
〜重回帰分析の標準化係数による復興感を規定する生活事項の回復感〜
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東日本大震災・津波被災者の「復興感」にみる課題
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生活全般の<復興感>の推移 （全壊者）
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被災者が想い描い
た「復興目標」に対し
てどのくらい達成した
のか問うた「復興感」
を規定する有意な要
因として、「日常生活
の回復」「収入（仕事）
の確保」「住まい再建
（見通し）」「市街地の
復興」「（隣近所の繋
がり）コミュニティの再
興」が導出された。こ
れらは被災者復興の
重要な「要素」であり、
事前復興の重要な取
り組み課題である。
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家族としての収入（全壊）
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市街地の復興（自治体）（全壊）
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•被災者の主観的な「復興感」は、

①生活の糧である「仕事や世帯収入の回復｣を急ぎ、
②食生活など家族の「日常生活の回復・創生」し、

③そして、「住宅再建の見通し」が持てて、初めて、

④「まち（市街地・コミュニティ）の復興」に目が向く。

•被災者の災害復興とは、「『仕事・収入』を迅
速に回復して、被災者の『復興家計』が確保
できれば、『日常生活』を取り戻し、『住まい』
の確保を考えるときに初めて、どこに住むの
かと「市街地（まち）」の復興が自分事になる。

東日本大震災の、津波被災者の「復興感」に学ぶ
“災害復興”とその“復興支援”の基本方向

6

２．住まいの事前復興計画づくり

〜“マイ住宅復興プラン”を想定してみよう〜

● あなたの街の直下で大きな地震が発生しました。

震度６強の強い揺れでした。 多くの住宅が、

半壊以上の被害となり、火災も発生しました。

● 幸い、家族は皆、無事でした。

● この後、どのように「生活の場」を確保し、最終

的にあなたの家族の生活拠点である「住まい」

を復興していきますか。

● 被災者になってみて、我家の被災から、どのよう

に住宅再建までたどり着きますか。

“マイ住まい復興プラン“のシナリオを考えよう。
7
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みらクルTV2021.2．27 (中林一樹）

我が家のマイ住宅復興プラン
住宅形式 1．戸建住宅 2．共同住宅

所有 a．自己所有 b．賃貸

➊ 自宅の被害程度
(１〜３ を選ぶ）

❷ 家族の避難先
（複数考えてみる）

➌ 仮住まい先
（複数考えてよい）

➍ 住まいの再建
（複数考えてよい）

１．全壊・全焼
（50%以上損壊）

２．大規模半壊
（40〜50%損壊)

③．中規模半壊
（30〜40%損壊）

４．小規模半壊
（20〜30%損壊）

５．一部損壊｡
(20%以下損壊）

①．指定避難所
（中央林間小学校）

（ ）
②．縁故避難

（ 息子宅 A ）
（ 息子宅 B ）
（ 義弟宅 ）

３．その他の避難先
（ ）

④．在宅避難
（在宅で就寝 ）

①．建設型仮設住宅
②．借上型仮設住宅
３．在宅（応急修理）
４．自分で賃貸する

(ｱﾊﾟｰﾄ･ﾏﾝｼｮﾝ)
５．知人親族を賃貸
６．その他
（ ）

１．自宅を新築･購入
２．中古住宅を購入
３．マンションを購入
４．中古ﾏﾝｼｮﾝを購入
５．災害公営住宅
６．賃貸住宅に住む
７．その他（ 修理 ）

A．自宅の近くが良い
B. 同じ自治体内で
C．遠くでもよい

A．元の場所に
B．同じ自治体で
C．遠くでもよい

＜被災の理由＞ ＜避難期間＞ ＜仮住まい期間＞ ＜本設時期＞

1.1981年以前の家を
耐震補強せず

2.壁の配置が不均等
3.瓦屋根で重かった
4.地盤が悪かった
5.他（宅地一部擁壁 ）

＊避難( )週･月
1.在宅で( ２ )週
2.避難所( ２ )週
3.縁故で(1週間ごとに

回る合計１８週間 )
4.（ )に( )週･月

＊仮住まい( )月
1.借上仮設(  ４８ )月
2.建設仮設( )月
3.在宅
4.自己賃貸
5.( )に(  )月

＊住宅の本格修理は
災害後(３年以内で)

＊その理由は？
1．資金不足（年金）
２．家庭の事情
３．その他

8

３．被災から住宅の再建に向かうプロセスでは、
どんな生活・暮らしになるか住我家の生活
継続計画（被災生活ストーリー）を考える

●あなたの街の直下で大きな地震が発生しました。

震度６強の強い揺れでした。 多くの住宅が、

半壊以上の被害となり、火災も発生しました。

● 幸い、家族は皆、無事でした。

● その後あなたは、どんな避難生活を展開し、

そのあとどのように仮住まいでの生活・暮らし

をすることになりますか。そして、仮住まい期を

どのように過ごしますか。

●“マイ生活継続計画“のシナリオを考えてみよう。9
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被災後、どんな生活を送るでしょうか

被災後の生活を想像してみよう
70代の夫婦 ： どこで、どのような生活になるだろうか？

避難生活 仮住まい生活

(1)在宅避難 １週間
その後、食料が流

通し、台所が回復す
るまでは寝るだけ

(2)避難所
雨漏りすれば、状

況によっては、避難
所生活も想定。

(3)縁故避難
雨漏り等で居住環

境が劣化したら、息
子A、B、義弟宅に、
１週間ずつ巡回居住
を。いずれも徒歩20
分以内にいる。
★自分が受け入れ
側もあるかも？我家
が一番古い・・

(1)仮設住宅
・市内で。
・仮設住宅は、
自宅（RC造）の修理
が完了するまで。
・親戚がアパートを経
営しているので、使え
ればその借上仮設も

(2)

その準備状況 不足課題 その準備状況 不足課題

・
・
・

・勝手に縁故避難を
考えているが、十分
に話し合っていない。
・

・
・
・

・勝手に縁故避難を
考えているが、十分
に話し合っていない。
・

４．あなたは、被災後にどんな生活を送るでしょうか

被災後の生活と家計を想像してみよう
どこで、どのような生活になるだろうか？

避難生活 仮住まい生活

(1)
・
・

(2)
・
・

(3)
・
・
・

(1)
・
・
・

(2)
・
・
・

収入・貯金 欲しい経済支援 収入・貯金 欲しい経済支援

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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